
　
秋
田
県
立
湯
沢
高
校
は
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
で
教
育
改
革
を
推
進
し
て

き
た
。
教
師
が
対
話
を
重
ね
、
生
徒
の

現
状
と
目
指
し
た
い
姿
を
語
り
合
い
、

校
訓
や
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て

い
る
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
と
ひ
も

づ
け
を
し
な
が
ら
、
育
成
を
目
指
す
８

つ
の
資
質
・
能
力
「
湯
高
力
」
を
設
定
。

さ
ら
に
、「
湯
高
力
」
を
、
教
科
・
科

目
ご
と
に「
習
得（
わ
か
る
）」「
利
用（
で

き
る
）」「
活
用
（
使
え
る
）」
と
い
う

3
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
し
た
。

　
20
年
度
は
、「
湯
高
力
」
や
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
、
授
業
改
善
を
推
進
。

授
業
の
冒
頭
に
、
本
時
で
育
成
を
目
指

す
「
湯
高
力
」
を
示
し
て
、
生
徒
も
教

師
も
「
湯
高
力
」
を
意
識
し
て
授
業
に

臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
定
期

考
査
の
各
問
題
に
、
測
ろ
う
と
し
て
い

る
「
湯
高
力
」
を
明
示
す
る
試
み
も
始

ま
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
校
内

に
浸
透
す
る
の
に
伴
い
、
次
第
に
生
徒

も
、「
湯
高
力
」
を
意
識
し
て
学
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
も
校
内

で
研
修
を
重
ね
、
授
業
実
践
と
改
善
を

繰
り
返
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

観
点
別
評
価
を
導
入
す
る
な
ど
、
取
り

組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
（
図
１
）。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

「
湯
高
力
」
の
育
成
に
向
け
、

授
業
改
善
を
推
進

新課程初年度の総括と
今後の展望

新学習指導要領実施２年目となる2023年度は、初年度の総括を踏
まえた指導改善が求められる。現場の疑問や課題を解決し、新たな
計画・実践につながるよう、全国の実践事例や解説記事を提供する。

テーマ

「
育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
の
設
定
と
共
有
」を
出
発
点
に
、

観
点
別
評
価
や
探
究
学
習
を
深
化
さ
せ
る

秋
田
県
立
湯
沢
高
校

秋
田
県
立
湯
沢
高
校
で
は
、
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
育
成
を
目
指
す
８
つ
の
資
質
・
能
力

「
湯と

う

高こ
う

力り
ょ
く」
を
設
定
。
そ
れ
を
基
に
各
教
科
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
授
業
改
善
や
観
点
別

学
習
状
況
の
評
価（
以
下
、観
点
別
評
価
）を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、２
０
２
２
年
度
か
ら「
デ

ジ
タ
ル
探
究
」
を
設
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
た
な
探
究
学
習
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。

設立	 1943（昭和	18）年
形態 	 全日制／普通科・理数科／共学
生徒数	 １学年約175人
２０２２年度入試合格実績（現役のみ）　
国公立大は、岩手大、東北大、秋田大、山形大、　
千葉大、新潟大などに67人が合格。私立大は、
盛岡大、東北学院大、獨協大、東海大、日本大、
同志社大などに延べ132 人が合格。

実践レポート

湯沢高校の教育改革の流れ図1

※「湯高力」の策定やこれまでの湯沢高校の教育改革の詳細は、『VIEW	next	ONLINE』で紹
介（詳しくは P.33）。

育成を目指す資質・能力を全教師で検討し、「湯
高力」を設定

各教科・科目で「湯高力」のルーブリックを作成
し、授業改善を図る

観点別評価を実施して授業改善の成果を検証し、
さらなる改善を図る

2019年度
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19
年
度
か
ら
の
教
育
改
革
を
素
地
と

し
て
、22
年
度
に
は
、「
湯
高
力
」を
ベ
ー

ス
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
2
）
を

用
い
た
観
点
別
評
価
を
開
始
し
た
。「
湯

高
力
」
の
作
成
の
中
心
と
な
っ
た
２
学

年
主
任
の
平
田
恵
子
先
生
は
、「
全
教

科
で
評
価
方
法
に
関
す
る
表
記
を
統
一

す
る
な
ど
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
、『
何

を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
』

が
分
か
り
や
す
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
目

指
し
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
観
点
別
評
価
の
実
施
は
、
授
業
改
善

を
前
進
さ
せ
て
い
る
。
１
学
年
主
任
で

地
理
歴
史
・
公
民
科
担
当
の
高
橋
伊
津

子
先
生
は
、「
観
点
別
評
価
が
加
わ
り
、

『
こ
の
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
に
は

こ
ん
な
活
動
が
必
要
だ
』
な
ど
と
逆
算

し
て
指
導
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
私
の
授
業
で
は
、『
湯
高
力
』
の
対

話
力
や
協
働
力
を
育
む
目
的
で
、対
話
、

表
現
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
」
と

語
る
。
一
方
、
数
学
科
担
当
の
柴
田
和

明
先
生
は
、「
話
し
合
い
を
増
や
し
た

こ
と
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
た

た
め
、
思
考
・
判
断
・
表
現
の
土
台
と

な
る
基
礎
を
習
得
す
る
学
び
を
手
厚
く

し
ま
し
た
」
と
、「
湯
高
力
」
を
軸
と

し
た
授
業
改
善
を
語
る
。

　
各
教
科
で
の
試
行
錯
誤
は
、
互
見
授

業
や
研
修
を
通
し
て
全
校
で
共
有
さ

れ
、
他
教
科
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
互
い
に
高
め
合
う
姿
が
見
ら
れ
て
い

る
。
小
松
弘
樹
校
長
は
こ
う
述
べ
る
。

　「
教
師
が
観
点
別
評
価
を
前
向
き
に

捉
え
、
自
由
に
議
論
を
交
わ
す
中
で
、

主
体
的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
風
土

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
校
に
異
動
を

し
て
き
た
教
師
の
授
業
が
、
み
る
み
る

　「
獲
得
し
た
知
識
を
生
か
し
て
主
体

的
に
授
業
に
参
加
す
る
生
徒
の
姿
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
難
し
い
問
題
に
粘
り

強
く
挑
戦
し
た
り
、
教
師
が
希
望
者
向

け
に
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
だ
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
平
田
先
生
）

変
わ
る
様
子
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
観
点
別
評
価
は
、
生
徒
の
学
び
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。特
に
、日
々

の
授
業
や
定
期
考
査
な
ど
で
の
「
湯
高

力
」
を
意
識
さ
せ
る
働
き
か
け
を
通
し

て
、
生
徒
が
学
び
の
意
味
や
目
的
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

観
点
別
評
価
の
導
入
を
機
に
、

授
業
改
善
が
大
き
く
前
進

2022年度から運用している科目別ルーブリック図2

観
点
別
評
価
の
実
践
と
成
果

「
湯
高
力
」を
軸
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、

生
徒
の
学
習
改
善
と
教
師
の
指
導
改
善
を
推
進

20 年度から「湯高力」の育成を目指し、教師、生徒がルーブリックを運用してきたが、観点別評
価の導入に伴い、観点別の要素を各教科で話し合いながら検討を進め、新学習指導要領に準ずる内
容への修正や、評価方法の表記を教科間で統一した。

※学校資料をそのまま掲載。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

 高校版  2023 April31

0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 30 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

03/23
伊丹

念
校

04/03
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 31 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

03/23
伊丹

念
校

04/03
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P30-33_view-next-koukou-4g.indd   31P30-33_view-next-koukou-4g.indd   31 2023/04/03   10:352023/04/03   10:35



　
同
校
で
は
、
22
年
度
、
秋
田
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
研
究
事
業
と
し
て
、
従

来
の
探
究
学
習
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
を
取
り
入
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
探
究

コ
ー
ス
」
を
新
設
。
本
格
的
な
活
動
は

23
年
度
の
２
年
生
か
ら
だ
が
、
22
年
度

は
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の

久く

富と
み

望の
ぞ
む

助
教
の
支
援
を
受
け
、
１
年

生
全
員
を
対
象
に
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
」

と
い
う
科
目
を
設
定
し
た(

＊
１)

。

　「
情
報
技
術
を
活
用
し
て
教
科
横
断

的
な
学
習
を
行
い
、
問
題
発
見
・
解
決

を
通
し
て
、『
湯
高
力
』
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
標
と
し
ま
し
た
」（
小
松
校
長
）

　
22
年
度
の
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
」
は
、

１
年
間
を
３
ク
ー
ル
で
構
成
し
た
。
１

ク
ー
ル
目
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

のPython

を
用
い
て
、
全
国
と
湯
沢

市
の
人
口
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
グ
ラ
フ

を
作
成
し
、
生
徒
同
士
が
批
判
的
な
視

点
で
意
見
を
交
わ
し
合
っ
た
。
２
ク
ー

ル
目
は
、
湯
沢
市
の
課
題
か
ら
関
心
の

高
い
も
の
を
選
び
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど

を
し
な
が
ら
解
決
策
を
探
っ
た
。
３

ク
ー
ル
目
は
、
三
角
ロ
ジ
ッ
ク(

＊
２)

や
対
話
型
論
証
モ
デ
ル(

＊
３)

な
ど

の
思
考
法
を
学
び
、
１
年
間
か
け
て
デ

ジ
タ
ル
探
究
の
土
台
と
な
る
力
の
育
成

を
図
っ
た
（
図
3
）。

　「『
学
び
方
を
学
ぶ
』
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
探
究
学
習
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
活
用
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
学
び
が

生
ま
れ
る
の
か
を
、
教
師
自
身
も
考
え

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
」（
高
橋
先
生
）

　
生
徒
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
１
学
年
副
担
任
の
大
隅

哲
也
先
生
は
こ
う
述
べ
る
。
　

　「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
苦
労
す
る

生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ
フ
の

作
成
な
ど
の
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
は
す

ぐ
に
習
得
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

生
徒
同
士
で
主
張
を
し
合
う
な
ど
、
思

考
力
を
発
揮
す
る
場
面
で
は
、
私
た
ち

が
想
像
し
て
い
た
以
上
の
力
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
」

　
既
に
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
通
じ
て

身
に
つ
け
た
論
理
的
思
考
力
を
他
教
科

の
学
習
に
生
か
し
た
り
、
反
対
に
、
教

科
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
探
究
学
習
に

活
用
し
た
り
す
る
往
還
が
見
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
例
え
ば
、
公
民
科
の
授
業

で
領
土
問
題
を
取
り
上
げ
た
際
、
多
様

な
意
見
を
踏
ま
え
て
論
理
的
に
思
考
し

て
解
決
策
を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

場
面
が
あ
っ
た
。
生
徒
は
、「
デ
ジ
タ
ル

探
究
」
で
デ
ー
タ
を
基
に
主
張
や
反は

ん

駁ば
く

を
し
た
経
験
を
思
い
出
し
、
論
じ
合
っ

て
思
考
を
深
め
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
た
。

　「
成
果
発
表
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
分

析
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
『
学

び
方
』
の
習
得
を
教
育
目
標
に
し
た
た

め
、
他
教
科
の
学
び
に
生
か
し
や
す

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
平
田
先
生
）

　
23
年
度
は
、２
年
生
の
希
望
者
が「
デ

ジ
タ
ル
探
究
」を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。

扱
う
デ
ー
タ
が
多
様
に
な
れ
ば
、
学
習

は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

「
学
び
方
を
学
ぶ
」を
目
的
に

デ
ジ
タ
ル
で
探
究
学
習
を
深
化

データ分析と対話型論証モデルによる考察図3

ある生徒は、「インターネットが普及し、高齢者同⼠がつながる機会
が増え、孤立する高齢者が減った」という仮説を、データ分析と対話
型論証モデルを用いて考察した。まず、スマートフォンやパソコンなど、
非対面でも人と交流ができる情報通信機器の利用状況を分析し、対話
型論証モデルで「情報通信機器が普及する中でも高齢者は孤立を感じ
ている」と、自身の結論を導き出した。　※学校資料を基に編集部で作成。

探
究
学
習
の
実
践
と
成
果

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、

「
学
び
方
を
学
ぶ
」探
究
学
習
を
実
践

＊１　本実践は、京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センターから支援を受けた。
＊２　自分の意見を説明するために、「事実・データ」「論拠」「主張」の３つを明確にする論理的な思考法。
＊３　ある問題に対して、他者と対話しながら、根拠を持って主張を組み立て、結論を導く活動を図式化したもの。P.20 に、考案者である京都大学大学院教育学研
究科の松下佳代教授のインタビューを掲載。 32 高校版  2023 April
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観
点
別
評
価
の
実
践
を
進
め
る
の
に

伴
い
、
新
た
な
課
題
も
見
え
て
き
た
。

現
在
は
、
ど
の
教
科
で
も
、
８
つ
の
資

質
・
能
力
の
す
べ
て
を
育
成
す
る
方
針

だ
が
、
教
科
の
特
性
に
応
じ
て
軽
重
を

つ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
生
徒

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
何
を
頑
張
れ
ば
よ

い
か
を
自
覚
し
、
自
己
調
整
が
で
き
る

仕
組
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

し
た
様
々
な
意
見
が
教
師
か
ら
出
さ

れ
、現
在
も
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
議
論
だ
け
に
終
始
せ
ず
、
出
て
き

た
ア
イ
デ
ア
を
ま
ず
は
ひ
な
形
に
し
て

実
践
を
重
ね
、
改
善
し
て
い
く
中
で
、

よ
り
よ
い
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
平
田
先
生
）

　
新
課
程
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
、
校
内
で
は
対
話
や
議

論
が
活
発
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
形
に

な
っ
た
も
の
が
生
徒
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
教
師
た
ち

は
抱
い
て
い
る
。

　「『
デ
ジ
タ
ル
探
究
』
な
ど
に
取
り
組

む
中
で
、
先
が
見
え
な
い
社
会
で
教
育

も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
ど

う
す
れ
ば
よ
り
よ
い
学
び
を
生
み
出
せ

る
の
か
』
を
追
究
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
本
校
は
、
教
育
改
革

に
全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。課
題
は
ま
だ
多
い
の
で
す
が
、

『
こ
う
で
な
け
れ
ば
』
と
い
っ
た
思
い

込
み
を
捨
て
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
も
全
教
師
で

新
た
な
教
育
を
考
え
続
け
て
い
き
ま

す
」（
小
松
校
長
）

校長

小松弘樹　
こまつ・ひろき

教職歴 37 年。同校に赴
任して３年目。

２学年主任

平田恵子　
ひらた・けいこ

教職歴 20 年。同校に赴
任して５年目。国語科。

１学年担任

柴田和明　
しばた・かずあき

教職歴 10 年。同校に赴
任して１年目。数学科。

１学年副担任

大隅哲也　
おおすみ・てつや

講師歴 11 年。同校に赴
任して 2年目。理科。

１学年主任

高橋伊津子　
たかはし・いつこ

教職歴 21 年。同校に赴
任して５年目。地理歴史・
公民科。

す
べ
て
の
教
師
の
実
践
で
、

よ
り
よ
い
学
び
を
追
究

2021年度に公開した秋田県立湯沢高校の新課程レポートは、VIEW next ONLINE でご覧いただけます

◉ 21年度４月号　生徒の実態から育成を目指す資質・能力を設定し、科目別ルーブリックで授業改善を図る
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article01062/
◉ 21年度６月号　科目別ルーブリックを授業に落とし込み、教師の指導、生徒の学びの質を高める
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article01814/

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！
• 新教育課程の参考になる特設コーナー設置 　• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料　などを掲載！

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞指導のヒントを探す＞ 新課程への対応からアクセス

新
課
程
初
年
度
に
お
け
る
成
果
と
展
望

取
り
組
み
を
通
じ
た
対
話
の
活
性
化
が
、

教
師
と
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/shidou/index.html

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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